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■ IPSJ-ONE とは？
IPSJ-ONEとは、情報処理学会に所属する選りすぐりの若手トップ研究者たちが集まり、最先端
の研究を弾丸トークで紹介するイベントです。選ばれる研究者たちの専門分野は、アルゴリズム

や通信などの基礎分野から、音楽やゲームなどのエンターテイメント、AI、IoT、量子コンピュータ
などの最新テクノロジー、さらには生物学や歴史学などの異分野との融合研究まで、多岐にわた

ります。選考基準等は下図をご参照下さい。

特に昨今は、AIが情報科学の一大分野として急速に発展し、あらゆるビジネス、そして社会全体
に大きな変化が訪れています。そのような変革の世の中で、新しい流れを生み出す情報科学の

研究と研究者たちを紹介すべく、IPSJ-ONEを開催するに至りました。

■ IPSJ-ONE 2025開催のポイント
IPSJ-ONEでは、中学・高校・大学生をはじめとする幅広い視聴者に情報科学研究の面白さを伝
えることができるイベントを目指しています。IPSJ-ONE2025における講演募集のポイントとして、
新たに以下の仕組みを導入します。

①自薦を受け付けます

過去のIPSJ-ONEでは各研究会からの他薦により登壇者が決定されていましたが、今年度は登
壇希望者の自薦を一部反映した募集を行います。まず、登壇希望者には、以下の自薦フォーム

から「氏名」「所属」「メールアドレス」「推薦されたい研究会」を提出していただきます。その後、各

研究会に登壇希望者のリストが共有され、推薦候補者として議論が行われます。最終的に、各研

究会から推薦を受けた方にIPSJ-ONE運営委員会から発表の依頼を行います。

② ダイバーシティを尊重した推薦を推奨します

情報科学の分野に限らず、多様な価値観を持つ人が研究に携わることで新たなイノベーションが

生まれることが期待されています。本イベント開催の趣旨に照らし、IPSJ-ONE 2025では「ダイ
バーシティ／多様性」を重視した推薦方式を新たに導入します。ダイバーシティの観点には様々

な側面がありますが、特に理工系分野では性別の偏りが大きいことから、今回はジェンダーバラ

ンスを積極的に解消する仕組みを取り入れます。

具体的には、各研究会からの推薦時に最大で2名（男性1名・女性1名）の推薦を受け付けます。
各研究会からの推薦に基づき、IPSJ-ONE運営委員会にて審査を行います。審査にあたっては、
視聴者が幅広い分野の講演を聴講できるように、講演予定の研究内容のバランスを考慮した選

定を行います。採択者にはIPSJ-ONE運営委員会から講演依頼を行います。

上記の仕組みを組み込んだIPSJ-ONE 2025における推薦・審査の流れについては、次ページを
ご覧ください。



◯推薦・審査の流れ

◆ IPSJ-ONE 2025登壇予定者（50音順）
● 新井美音（大阪大学） 【セキュリティ心理学とトラスト研究会（SPT）推薦】

● 伊原彰紀（和歌山大学） 【ソフトウェア工学研究会（SE）推薦】

● 門本淳一郎（東京大学） 【システムとLSIの設計技術研究会（SLDM）推薦】

● 河口理紗（京都大学） 【バイオ情報学研究会（BIO）推薦】

● 呉健朗（日本大学） 【コラボレーションとネットワークサービス研究会（CN）推薦】

● 佐藤周平（法政大学） 【コンピュータグラフィックスとビジュアル情報学研究会（CGVI）推薦】

● 高瀬翔（SB Intuitions） 【自然言語処理研究会（NL）推薦】

● 佃洸摂（産総研） 【音楽情報科学研究会（MUS）推薦】

● 橋田朋子（早稲田大学） 【エンタテインメントコンピューティング研究会（EC）推薦】

● 馬場雪乃（東京大学） 【データベースシステム研究会（DBS）推薦】

● 三浦瑞貴（KDDI総研） 【モバイルコンピューティングと新社会システム研究会（MBL）推薦】

● 御手洗光祐（大阪大学） 【量子ソフトウェア研究会（QS）推薦】

● 宮川創（筑波大学） 【人文科学とコンピュータ研究会（CH）推薦】

● 矢内直人（パナソニック） 【コンピュータセキュリティ研究会（CSEC）推薦】

● 山中祥太（LINEヤフー） 【ヒューマンコンピュータインタラクション研究会（HCI）推薦】

● ヨビノリたくみ 【IPSJ-ONE運営委員会推薦】



③未来の研究者を発掘します（IPSJ-ONE KIDS 2025）
IPSJ-ONE 2025 では、大学・企業の若手研究者による通常セッションに加えて、自然科学・科学
技術の未来を担う「小学生・中高生の研究者」に登壇を依頼し、自身の研究について紹介してもら

う『IPSJ-ONE KIDS』を企画しています。

これまでの情報処理学会全国大会では「IPSJ KIDS」と題し、小学生以下の研究者が集まり自身
の研究について発表・議論するイベントを開催しております（開催実績は下記参照）。

本年はこのイベントを IPSJ-ONE と連携した「IPSJ-ONE KIDS 2025」として開催します。

● IPSJ KIDS（第86回大会・2024年）
https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/86/WEB/html/event/B-1.html

● IPSJ KIDS（第85回大会・2023年）
https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/85/ipsj_web2023/html/event/B-2.html

IPSJ-ONE KIDS準備室：
小学生以下の研究者と、過去の中高

生情報学コンテスト受賞者が自身の

研究について発表します。その後、

発表者たちに先生となってもらい、会

場からのさまざまな質問に答えてい

ただきます。

IPSJ-ONE KIDS：
IPSJ-ONEの形式で小学生たちが発
表します。子どもから大人までどなた

でも参加できます。

■ イベントスケジュール

IPSJ-ONE は例年通りの 15:30〜17:30 の2時間枠で開催されますが、本年はこれに加えて
IPSJ-ONE KIDS準備室（13:20〜14:40）と IPSJ-ONE KIDS（15:00〜15:20）が連携イベントとし
て接続した形で実施されます。

https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/86/WEB/html/event/B-1.html
https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/85/ipsj_web2023/html/event/B-2.html


■過去の開催実績（IPSJ-ONE 2024）
新型コロナウイルス感染症拡大状況を鑑みオンライン開催が続いてきましたが、昨年度の

IPSJ-ONE 2023 より、「オンサイト＆オンライン」のハイブリッド形式での開催が復活しました。当
日は12名の研究者によるトークが行われ、約200名の現地聴講者が参加しました。さらにその様
子はYouTubeで生配信され、当日は約636人の視聴者様に同時視聴いただき、動画の再生回数
は2ヶ月経過時点（2024年5月20日現在）で約2000回となり、多くの方々に視聴され続けていま
す。動画は下記のURLからご覧いただけます。

【生放送】情報処理学会 第86回全国大会 IPSJ-ONE 2024
https://www.youtube.com/watch?v=Nhkpcyvwbw0

▲オープニングの様子 ▲ ステージ

▲講演の様子① ▲講演の様子②

▲ スポンサープレゼンの様子

https://www.youtube.com/watch?v=Nhkpcyvwbw0


■ IPSJ-ONE 2025協賛について
ご協賛は協賛ランクにより、登壇やロゴ掲載、レセプションへの参加など様々な特典を準備してお

ります。ご登壇いただいた場合はその様子は全国に配信され、多くの研究や技術に興味がある

視聴者にリーチが可能です。また、その動画はいつでも再生が可能であり、IPSJ-ONE公式web
サイトにも掲載されるためイベント後も継続的な訪問が期待されます。

IPSJ-ONE実行委員会では日々蓄積される学術の知見を日々の業務を通じて社会の発展に活
かしていただける企業、団体様に対し特にお声かけをさせていただいております。ご協賛下さる

企業様に対しましては単にイベントに対して出資したというアピールに止まらず、高校生や大学

生、大学院生および一般の方々に対し、企業、団体としての知られざる側面を知ってもらえる、注

目してもらえるような場を提供したいと考えています。当日は神奈川大学

（IPSJ全国大会会場）にて講演を行うと同時にYouTube Liveを通じて配信を行います。また、発
表動画をアーカイブ化し、後日の視聴を可能とすることで、長期にわたってアピールの機会を設

ける予定です。また発表状況やスポンサー情報はX/Twitterでリアルタイムに投稿を行います（参
考: https://x.com/ipsjone ）。

以下、昨年度までのIPSJ-ONEにてご協賛いただきました企業様です。

● ユニティ・テクノロジーズ・ジャパン株式会社様

● 株式会社サイバーエージェント様

● 株式会社メルカリ（mercari R4D）様
● 株式会社MaaS Tech Japan様
● 株式会社アイ・オー・データ機器様

● さくらインターネット株式会社様

● 合同会社DMM.com様
● kudan株式会社様
● 日本マイクロソフト株式会社様

● LINEヤフー株式会社様（旧：ヤフー株式会社様）
● 株式会社リクルート様

● 株式会社インターネットイニシアティブ様

● 株式会社コロプラ様

● カディンチェ株式会社様

● 株式会社ほぼ日マジック・サイエンス部様

● クックパッド株式会社様

● 株式会社アジャイルウェア様

● 株式会社デンソーアイティーラボラトリ様

● 株式会社ティアフォー様

● 株式会社ヒューマノーム研究所様

● 444株式会社様
● 情報通信研究機構 様

● 三菱電機株式会社 様

例年たくさんの企業様にご協賛いただき、イベントを盛り上げていただいております。

https://x.com/ipsjone


■ IPSJ-ONE 2025協賛メニュー

*1)実行委員との打ち合わせでご要望を伺います。IPSJ-ONEの趣旨に合う範囲においてご要望
に応えます（時間的・空間的、その他の制約により応えられない可能性もあります）。ご要望内容
によっては、追加の費用をいただくことで実現することが可能な場合があります。あくまで、他の
特典に加えての試行的な特典となりますこと、あらかじめご了承下さい。
*2)やむを得ない事情（感染症・災害など）によって、レセプション開催が中止される可能性があり
ますので、あらかじめご了承下さい。また、全登壇者の参加の保証はできません。

協賛メニュー・特典
ダイヤモンド協賛

￥500,000
（税抜）

プラチナ協賛
￥250,000
（税抜）

ゴールド協賛
￥100,000
（税抜）

シルバー協賛
￥50,000
（税抜）

ご要望に応えます（*1） ◇ × × ×

ホワイエでの
企業ブース展示

〇 × × ×

インターバルでの
登壇発表 or動画上映
（90秒）

〇 〇 × ×

インターバルでの
動画上映（30秒） × × 〇 ×

会場での資料・グッズの配
布

〇 〇 〇 〇

Webおよび会場へのロゴ
掲載

〇 〇 〇 〇

登壇者を含めたレセプショ
ンへの参加（*2）

〇
（4名）

〇
（2名）

〇
（1名）

〇
（1名）

全国大会の一般セッション
の無料招待

8名 4名 2名 1名



■ IPSJ-ONE 2025運営委員
委員長 松田 裕貴（岡山大学）

副委員長 鳴海 紘也（慶應義塾大学）

運営委員 今川 隆司 （明治大学）

小泉 直也 （電気通信大学）

土田 修平 （お茶の水女子大学）

長谷川 達人 （福井大学）

藤田 真浩 （三菱電機株式会社）

宮原 大輝 （電気通信大学）

渡邉 研斗 （産業技術総合研究所）

中村 優吾 （九州大学）

山西 良典 （関西大学）

越後 宏紀

大内 啓樹 （奈良先端科学技術大学院大学）

鮑 思雅 （早稲田大学）

佐々木貴之 （横浜国立大学）


